


















































には強い関心を寄せていた。Christian Quast, Joseph Goebbels und der Sport － Eine Analyse der Goebbels －
Tagebücher vom 30. Januar 1933 － 1. September 1939, Norderstedt 2006, S. 4-19. ハヨー・ベルネットやアルン
ト・クリューガー以降，スポーツ史研究の領域では Mißbrauch の評価は維持されている。Hajo Bernett, 
Nationalsozialistische Leibeserzihung. Eine Dokumentation ihrer Theorie und Organisation, Schorndorf 1969. 
Ders., Sportpolitik im Dritten Reich, Schorndorf 1971. Ders., Untersuchungen zur Zeitgeschichte des Sports, 
Schorndorf 1973. Arund Krüger, Die Olympischen Spiele 1936 und die Weltmeinung. Ihre außenpolitische 












ピックを中心として」『法學研究』65 巻第 2 号，pp. 9-13。ちなみに，ベルリン大会に陸連役員として参加した浅
野均一はナチ・ヒトラーが目立つ大会に違和感を抱き，「神聖なるベルリンオリンピック，スポーツがナチの道具
になったと思われることがしばしばあった」と記している。浅野均一「オリンピックで見たナチス」『文藝春秋』
1936 年 11 月号（『「文藝春秋」にみるスポーツ昭和史　第 1巻』p. 273）。
（5）　ノルベルト・フライはナチス統治を 3つの局面（第 3帝国の編成局面：1933-34 年，第 3帝国の基礎強化局面：
1936-38 年，第 3帝国の急進化局面：1938-45 年）に分類している。ノルベルト・フライ（1994）『総統国家―ナ







































（10）　たとえば，Hans-Joahim Teichler, Der deutsche Sport in der NS-Zeit, in : Michael Krüger / Hans Langenfeld
（Hg.），Handbuch Sportgeschichte, Schorndorf 2010, S. 210-218。ウルムでは 1944 年 12 月の空爆まで協会のスポー
ツ活動が行われていた。ちなみに 1945 年 8 月，協会活動の再開に取りかかっている。SSV Ulm 1846 e.V.（Hg.），
150 Jahre Schwimm-und Sportverein Ulm 1846, Ulm 1996, S.30-32.
（11）　Wolfgang Eichel（Hg.），Geschichte der Körperkultur in Deutschland. Bd. Ⅲ . Die Körperkultur in Deutschalnd 
von 1917 bis 1945. Berlin 1964, S.193-209. Wolfgang Eichel（Hg.），Illustrierte Geschichte der Körperkultur, 
Berlin（Ost）1983, S. 67-76. ギュンター・ヴォンネベルガー「ドイツ民主共和国の労働者スポーツ」（有賀郁敏訳），
アルント・クリューガー／ジェームズ・リオーダン編（1998）『論集 国際労働者スポーツ』（上野卓郎編訳）民衆
社，pp. 28-29。
（12）　Michael Krüger, Einführung in die Geschichte der Leibeserziehung und des Sports. Teil 3 : Leibesübungen 
im 20. Jahrhundert. Sport für alle, Schorndorf 1993, S. 137-148. Der., Von Klimmzügen, Aufschwüngen und 













（13）　Hajo Bernett（Herausgegeben von Berno Bahro und Hans Joahim Teichler），Sport und Schulsport in der 
NS-Diktatur, Paderborn 2017. Hans Joahim Teichler, Internationale Sportpolitik im Dritten Reich, Schorndorf 
1991. Berno Bahro, Der SS-Sport. Organisation-Funktion-Bedeutung, Paderborn 2013.Berno Bahro/ Jutta Braun/ 
Hans Joahim Teichler（Hg.），Vergessene Rekorde. Jüdische Leichtathletinnen vor und nach 1933，Berlin 2009. 
Frank Becker/ Ralf Schäfer（Hg.），Sport und Nationalsozialismus, Göttingen 2016. ゲルハルト・フィッシャー／
ウルリッヒ・リントナー編（2006）『ナチス第三帝国とサッカー―ヒトラーの下でピッチに立った選手たちの運
命』（現代書館）が邦訳されているが，この領域の先駆者ともいうべきニルス・ハバーマンの研究を踏まえVfBシュトッ
トガルト（Verein für Bewegungsspiele Stuttgar）を舞台とした研究がバーデン・ヴュルテンベルクスポーツ史学会叢書
として刊行されている。Markwart Herzog（Hg.），Die „Gleichschaltung“ des Fußballsports im nationalsozialistischen 
Deutschland, Stuttgart 2016. Nils Habermann, Fußball unter Hakenkreuz. Der DFB zwischen Sport, Politik und 
Kommerz, Frankfurt/ M./ New York 2005. Gregor Hofmann, Der VfB Stuttgart und der Nationalsozialismus, 
Schorndorf 2018. ちなみにベルリンオリンピックに関するデイヴィッド・クレイ・ラージの著作はこの点で優れて
いる。デイヴィッド・クレイ・ラージ（2008）『ベルリンオリンピック・1936―ナチの競技』（高儀進訳）白水社。
（14）　Veronika Springmann, Sport als Praxis der Gewalt in nationalsozialistischen Konzentrationslagern. Eine 
Begriffsbestimmung, in : Wojciech Lenarzyrk/ Andreas Mixa/ Johannes Schwartz/ Veronika Springmann（Hg.），
KZ Verbrechen. Neue Beiträge zur Geschichte der Konzentrationslager und ihre Erinnerung, Berlin 2007, S. 89-
102. Sprinnmann, Fußball im Konzentrationslager, in : Lorenz Pfeiffer/ Dietrich Schulz-Marmeling（Hg.），
Hakenkreuz und rundes Leder. Fußball im Nationalsozialismus, Göttingen 2008. S. 498-503. Springmann, 
Zwischen Selbstbehauptung, Vergünstigung und Gewalt. Fußball im Konzentrationslager Neuengamme, in : 
Herbert Diercks u . a.（Hg.），Fußball in der nationalsozialisticshen Gesellschaft : Zwischen Anpassung, 
Ausgrenzung und Verfolgung. Beiträge zur Geschichte der nationalsozialistischen Verfolgung in Nord 
deutschland, H.18, 2017, S. 87-96. Springmann, Gunst und Gewalt : Sport in nationalsozialistischen 
Konzentrationslagern，Oldenburg 2016.
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，文明が高い段階に達し
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，人類の文化的達成が頂点
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にいたったときにおこったのであるから
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，それは社会


















（23）　Christiane Eisenberg, „English sports“ und deutsche Bürger. Eine Gesellschaftsgeschichte 1800-1939, 
Paderborn 1999, S. 394-441.
（24）　Hans-Joahim Teichler, Hermann Altrock in der NS-Zeit, Sportwissenschaft, 35Jg., 2005, S. 375-402. アルト
ロックの他にも，ベルリン体育大学や帝国体育委員会の設立に関与し，教育相の体育部長を務めたカール・クリュ
ンメルらの再検討が必要である。Horst Ueberhorst, Carl Krümmel und die nationalsozialistische Leibeserziehung, 
Berlin 1976.
（25）　国民突撃隊は 1944 年 9 月に設立された民兵組織でディームはその副官を務めたが，ベルリンオリンピック帝



















いたではないかと厳しく批判する。ラージ，pp. 489-501。Vgl. Reinhard Rürup（Hg.），1936―Die Olympischen 
Spiele und der Nationalsozialismus, Berlin 1996, S. 199-205.
（26）　カール・ディームの評価をめぐっては，論争を含めて数々の特集が組まれてきた。たとえば，『スポーツの社
会現代史』（Sozial- und Zeitgeschichte des Sports）の創刊号は「カール・ディーム神話」再考をテーマとし，ベル
ネット，タイヒラー，プファイファーといったナチ・スポーツ史研究の重鎮が寄稿している。Sozial- und 
Zeitgescgichte des Sports, 1.Jg., H.1, 1987. ドイツにおける代表的学術誌の一つ『歴史学雑誌』（Zeitschrift für 
Geschichtswissenschaft）では「カール・ディーム論争」が特集され，ロレンツ・プファイファー，ミヒャエル・
クリューガーといったスポーツ史家とともに社会史家のフーベルト・ドゥウェルトマンらが寄稿している。また，
ミヒャエル・クリューガー編の著作はディーム像を批判的に論じている。Wolfgang Benz u. a., Erinnerungspolitik 
oder kritische Forschung? Der Streit um Carl Diem, Zeitschrift für Geschichtswissenschaft, 59.Jg., H.3, 2011. 
Michael Krüger（Hg），Erinnerungskultur im Sport. Vom kritischen Umgang mit Carl Diem, Sepp Herberger 
und anderen Größen des deutschen Sports. Studien zur Geschichte des Sports, Münster 2012. なお，釜崎太（2008）




















制断種法：1933 年 7 月），「ドイツ国公民法」と「ドイツ人の血と名誉を守る法」（いわゆる「ニュ







リッターは 1934 年からドイツ人種優生協会（Deutsche Gesellschaft für Rassenhygiene）主任を
務め，チュービンゲン大学で人種研究に取り組みながら，1936 年には帝国内務省附属「人種衛生








ラーによってミュンヘン郊外のダッハウに設けられ（1933 年 3 月），第 2 次大戦前にドイツには
ダッハウを含めてザクセンハウゼンなど 6つの基幹強制収容所が存在していた。ちなみに，主とし



































　ゲープハルトは 1897 年生まれ，ヒムラーの侍医で SS・警察外科部長を務めた。ミュンヘン大学
医学部においてスポーツを介したリハビリに関する研究を進め，ベルリン体育大学（Hochschule 
für Leibesübungen）初のスポーツ医学教授として任用されている（1933 年）。彼はスポーツ医学




界線」『ヨーロッパ研究』第 11 号，pp. 77-90。
（33）　Judith Hahn, Leibesübungen und Leistungsmedizin. Der Sportarzt Karl Gebhardt und die Heilanstalten 






























「ジプシー・ペスト撲滅」宣言（1936 年 6 月）を含めて，ベルリンオリンピック開催を直前に控え
て，ナチスが「ジプシーのいない，清潔都市」ベルリンの実現を重視していたことは間違いないだ
（34）　Hahn, S. 9-16. ちなみに，医師のナチ化は群を抜いており，ドイツ全国の男性医師の 50％がナチ党員に，また
7.3％が SS 隊員になったという。芝健介（2008）『武装親衛隊とジェノサイド―暴力装置のメタモルフォーゼ』
有志舎，p.137。
（35）　Hahn, S. 36-42. ちなみにこの化学剤はハイドリヒの怪我の治療にも使われたが，ゲープハルトの医療ミス（ハ
イドリヒの死）としてヒムラーからも非難されたという。『ホロコースト大事典』p. 48。
（36）　Hahn, S.44-48. Silver, John/ R., A history of Stoke Mandeville Hospital and the National Spinal Injuries 





























29 年 1 月，代表的なドイツ労働者ボクシング協会の一つ，「ハノーファー - リンデンボクシングク




Das Zwanslager für Sinti und Roma in Berlin-Marzahn. Alltag, Verfolgung und Deportation, Berlin 2013. S. 38f.
（38）　Roger Repplinger, Leg dich, Zigeuner. Die Geschichte von Johan Trollmann und Tull Harder, München 
2012. Hans Firzlaff, Johann Trollmann, genannt „Rukelie”, 1928 mit dem Gürtel eines norddeutschen Meisters, in : 




　ナチス政権誕生後の 1933 年 6 月 9 日，トロールマンはアードルフ・ヴィット相手にライトヘ
ビー級タイトル戦を行った。下馬評を覆しトロールマンが試合を優勢に進めたのだが，アーリア人
がシンティに敗れることを恐れたレフリーは，6 ラウンド，急遽，試合の中止を宣言した。ヒト
ラーのボクシング好きは有名であり，すでに同年 4 月 4 日，ドイツボクシング連盟は機関誌 Box-
Sport に，いわゆる「アーリア人条項」（40）に依拠した 10 か条の規程を掲載していた（41）。このアン
フェアな判定に大観衆が怒りを爆発させ，最終的にトロールマンにチャンピオンベルトが授与され
る。ところが，ドイツボクシング連盟は「ドイツ人らしからぬボクシングスタイル」（フットワー







扶持をつないだが，38 年逮捕されてハノーファーの KZ アーレムに送還，39 年には国防軍に徴兵
されて 41 年まで東部戦線に送り込まれた。42 年に再び逮捕されて，同年 9 月最後の地となる KZ
ノイエンガンメに収監された（囚人番号 9841）。そこでは日々の劣悪な労働に加えて，シンティ・
ボクサーという彼の経歴を知った SS やカポ（囚人を監視する囚人）らの前で，屈辱的な「負け
ゲーム」（負けによって粗末な食事を受けられる）を強いられ，そのあげく 43 年 2 月 9 日，スコッ
プによる殴打により死去したとされている。
　2003 年 12 月 18 日，ベルリンのトロールマン家はドイツボクシング連盟から名誉回復とライト






（39）　Repplinger, S.93-98. 1929 年段階でハノーファーには 77 の労働者スポーツ協会が存在し，スポーツ人口の約
20％にあたる 1300 人以上の会員を数えていたという。
（40）　ドイツのスポーツ団体はドイツ体操家連盟（DT）を筆頭にナチス政権誕生後，「アーリア人条項」をいち早く










における権力闘争の結果（SA から SS へ）も相まって，SS のスポーツ組織に対する影響力を高め
ていった。SS はナチ組織の中でエリート集団であり，そのため（競技）スポーツにおける成果主
義的傾向と共鳴するものがあったのである。
　とりわけ，1939 年以降の総力戦段階に入ると，もはや SS 抜きのスポーツ（政策）は考えられな
いほどの存在感を増してくる。その際，SS の No.2 の座にあったラインハルト・ハイドリヒの役割
は大きく，悪名高きゲスターポを傘下におく国家保安本部（SS 保安部と保安警察の統合）長官に
就任（1939 年）したハイドリヒは，ヒムラーによって SS におけるスポーツ組織の責任者に任命さ
























































（48）　Springmann, 2007, S. 100.
（49）　Springmann, 2007, S. 98-99.





　ポーランドの小町ベウハトウでユダヤ人として生まれたヘルツコ・ハフト（52）は，1943 年 9 月，
SS によってアウシュヴィッツのサブキャンプ，ヤヴォジェノ（ドイツ語：アンスハルト）の KZ
に収監された。KZ では SS 将校らを喜ばせるために他の囚人と生死をかけた「ボクシング試合」

















　KZ でのサッカー試合は 1942 年には開始され，スターリングラードの敗北後，KZ 内の規律が一
部緩んだ影響もあり，1943/44 年には定期的なサッカートーナメントも実施されていたという（56）。
KZ のサッカーは，ユダヤ人だけが実施していたのではなく，むしろ KZ ブーヘンヴァルトでは政
治犯チームもあった。サッカー試合にはベルリンオリンピック・チェコスロヴァキア代表関係者，
あるいはオーストリアユダヤ人のフェルドマンやフリッツ・ケーニヒのように，オーストリアサッ





（52）　Alan Scott Haft, Eines Tages werde ich alles erzählen. Die Überlebensgeschichte des jüdischen Boxers 
Hertzko Haft, Göttingen 2009. 著者アラン・スコット・ハフトはヘルツコ・ハフトの息子であり，本書は死を前に
した父ハフトの証言記録である。
（53）　Alan Scott Haft, S. 63f.
（54）　Benjamin Knaack, KZ-Häftling Hertzko Haft. Boxen auf Leben und Tod, Der Spiegel. Geschichte, 2009.
（55）　バーガー他，pp. 269-272。












バル，ラウンダーズをする者がおり，また 1943 年以降，KZ には力自慢の大男がいて人を殴る技
を見世物にした。弱い者と半死人たちはよろめく足取りでやってきたという（59）。
　ところで，KZ ザクセンハウゼンでは遅くとも 1942 年から収容所に様々な文化・スポーツ関連
施設が設けられ，43 年からは主としてハンドボールとサッカーの活動が許可されたという。43 年












（57）　Springmann, 2017, S. 97f.
（58）　Springmann, 2017, S. 89-94.
（59）　オイゲン・ゴードン（2001）『SS 国家―ドイツ強制収容所のシステム』（林巧三訳）ミネルヴァ書房，p. 154。
（60）　Springmann, 2008, S. 500-502.
（61）　Springamann, 2008, S. 498-499. 宣伝映画は 1944 年から 45 年にかけてKZ内の「正常さ」を証明するために制















1943 年 9 月 6 日，5000 人の囚人たちとともにアウシュヴィッツ・ビルケナウ絶滅収容所の家族
キャンプに移送される。ここでも，ヒルシュは SS の司令官と交渉し，家族キャンプ内にいた 15














者スポーツ協会」（Berliner Gehörlosen Sportverein e.V.）はその一つである。同協会のエルヴィ
ン・シュテムラーはユダヤ人同僚に対する人道的な立場をつらぬいたことから，ナチのシンパに席
巻されていた協会指導部からスポーツ活動の一切を禁じられ，協会を去らなくてはならなかった






にあるガーデンが彼にちなんだ名称となり，さらに 2016 年 2 月 12 日，彼の生誕 100 周年を記念してアーヘンのギ

























（68）　Hans Marsalek, Die Geschichte des Konzentrationslagers Mauthausen, in : Österreiche Lagergemeinschaft 
Mauthausen (Hg.), Dokumentation, 3. Auflage,Wien-Linz 1995, S. 47.
（69）　KZ の囚人音楽を研究したブラウアーは，音楽を囚人に対する暴力手段とともに，囚人が生き抜くうえで必要
とされる文化として複眼的に捉えている。スポーツをめぐっても同様な視点が必要ではあるまいか。Juliane 
Brauer, Lieder aus den nationalsozialistischen Konzentrationslagern. Geschichte(n), Erinnerung und Rezeption, in 
: Dagi Knellessen/Ralf Possekel (Hg.), Zeugnisformen, Berichte, Künstlerische Werke und Erzählungen von NS-

































Bahro, Berno / Braun, Jutta / Teichler, Hans-Joahim (Hg.), Vergessene Rekorde Jüdische Leichtathletinnen vor 
und nach 1933，Berlin 2009. 
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Becker, Frank / Schäfer, Ralf (Hg.), Sport und Nationalsozialismus, Göttingen 2016.
Bernett, Hajo, Nationalsozialistische Leibeserzihung. Eine Dokumentation ihrer Theorie und Organisation, 
Scoendorf 1969. 
（72）　村瀬興雄（1987）『ナチズムと大衆社会―民衆生活史にみる適応と抵抗』有斐閣選書，p. 277。
（73）　Henry Wahlig, Sport im Abseits. Die Geschichte der jüdischen Sportbewegung im Nationalsozialistischen 
Deutschland, Göttingen 2015, S.189-210.
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